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研究成果の概要（和文）：本研究では、映像メディア(コンテンツ)との接触経験がの社会的認知発達に与える影響につ
いて明らかにした。具体的には、発達途上にある乳幼児から成人までを対象とした認知脳活動計測実験をメディア接触
環境と関連づけて縦断的に実施することで、社会的認知発達において重要な位置を占める模倣行動がどのように変化す
るのかを発達認知神経科学的に明らかにした。特に、模倣行動発達の脳内機序、長期的メディア接触の感情認知・社会
認知への影響を明確にすることができた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project was to clarify the long-term effect of media(e.g. TV, 
Video Game) with respect to social cognition. We conducted several studies with infants, pre-schoolers, 
and adults using cutting-edge devices such as NIRS or HD-EEG. The results of these studies suggested the 
importance and advantage of developmental cognitive neuroscience. For instance, one of our studies 
revealed that child's motor area was responded to real person performance but not to a demonstration in 
TV. The other study using EEG/ERP revealed that long-term playing of video-game effected to emotional 
face perception even after three month later. Also the same type of study with children revealed that 
this effect on emotional face perception was not observed in school children. These results indicate the 
need of developmental cognitive neuroscience approach for the future research that aims to solve 
important problems with children.

研究分野：認知科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究は、認知科学的基礎研究としての「模
倣研究」と、社会的重要課題としての「メデ
ィアの発達への影響研究」を有機的に関連づ
けることで、子どもの発達とディアの健全な
関係構築を目指したものである。 
 模倣研究は、認知科学／神経科学周辺諸領
域において最も注目されているトピックの１
つである。例えば、発達心理学では、出生後
数時間の新生児であっても原初的な模倣行動
である原始模倣（新生児模倣）を示すことが
明らかにされ多くの議論を巻き起こし 
(Melzoff and Moore)、発達臨床研究では、自
閉症児におけるコミュニケーション・社会性
の問題が模倣能力と強く関わっているとする
研究事例が報告されている(Rogers and 
Pennington)。神経心理学でも、脳損傷患者に
特異的な模倣関連行動の異常が発見／報告さ
れている(Kinsbourne, Prinz)。また、比較認
知科学においては、ヒト以外の霊長類やイル
カ，オウムなどを対象に，模倣がヒトに固有
の機能なのかどうかについて調べるための研
究が精力的に行われている(Tomasello, 
Whiten, Hermann, Pepprberg)。さらに、電気
生理学の分野において発見されたミラーニュ
ーロン(Rizzolatti, Gallese)は、模倣行動の
神経機序に関して知見をもたらしただけでな
く、発見された部位（サルの腹側運動前野F5
領域）が、ヒトにおける言語関連領野の１つ
と同相であることから，言語機能との関連性
についても知見を与えている。健常成人を対
象としたPETやfMRIを用いたイメージング研
究においては、ブローカ野や頭頂葉(7b)、あ
るいは、STS周辺領域において模倣に関連する
脳活動が報告されている(Iacoboni, Decety)。
しかしながら、これらの研究の殆どは非常に
基礎的なものであり、社会的問題への対応な
ど具体的にどのような形で応用できるのかが
明らかではなかった。 
 一方、社会的文脈では、一般家庭に深く浸
透しているＴＶゲームなどのメディアコン
テンツの負の側面が問題として取り上げら
れている。最も緊要な課題として挙げられる
のが、子どもの発達への影響であろう。映像
メディアと子どもの発達との関連性に関し
ては、以前からネガティブな影響が危惧され、
数多くの提言・議論が行われている。例えば、
米国小児科学会が１９９９年に出した提言
では、２歳以下の子どもたちのテレビ接触は
推奨できないこと、また年長児についても１
日１〜２時間以内の教育的番組の視聴に留
めるべきであるとしている。日本でも、２０
０４年に日本小児科学会が同様の提言をし
ている。しかしながら、こうした提言の科学
的根拠は希薄であり、「いつ(When)，どんな
コンテンツ(What)に，どのようにして(How)
接触すると発達に影響を与えるのか」が明確
になっていなかった。科学的見地から妥当な
提言を行うためには、具体的かつ基礎的な研
究と連続性を有した実証的アプローチを取

る必要があった。 
 映像メディア（ＴＶ）と模倣に関する先行
研究としては、バンデューラの社会的学習理
論に基づいた模倣学習に関する多くの実証
研究が存在する(Bandura)。また、乳幼児を
対象とした最近の研究では、映像中のモデル
の行動よりも実際にライブで提示されるモ
デルの行動の方がより模倣されやすいこと
が示唆されている(Barr and Hayne)。しかし、
これらの先行研究には、次のような欠点があ
った： 
(1)急速に発展しつつある脳神経レベルの研
究視点が欠如している。 
(2)映像メディアの長期的接触による影響・効
果について考慮されていない。 
(3)養育者の関わりがどう影響するのかとい
う視点が含まれていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では映像メディアの発達的影響を
探るための鍵として認知・神経科学周辺分野
において盛んに研究が行われている社会的
認知（特に、模倣行動や表情認知）を取り上
げ、双方を発達的観点から相互に結びつけた
研究を実施することを目的とした。 
 本研究では，発達におけるメディアの影響
を実証的アプローチから明らかにするため、
特に映像メディアと模倣に焦点をあてて、以
下の３点を解明することを研究目標とした。 
【目標１】模倣行動発達の脳内機序 
【目標２】映像メディアの長期的接触経   
         験の影響 
【目標３】映像メディア接触における養 育
者の役割 

 これら 3 つの目標は、それぞれ脳神経レベ
ル・認知行動レベル・社会レベルの 3つの層
に対応している。【目標 1】では、模倣の発達
過程を行動レベルだけでなく脳・神経レベル
で記述することを目標とした。これにより、
同一指標を連続的に用いた研究が可能とな
り、行動レベルで模倣が生起する前後のプロ
セスを詳細に検討できることが期待された。
また、模倣のモデルとなる行動が、映像メデ
ィアで提示される場合と現実（ライブ）で提
示される場合の脳活動を比較することで、映
像メディア視聴と模倣行動それぞれの発達
に関する脳内機序を明らかにできると期待
された。【目標 2】では、テレビゲームなど映
像メディアの接触経験が模倣行動とどう関
連するのか（関連しないのか）を明らかにす
ることを目標とし、縦断的研究を行うことで、
映像メディアの長期的影響を捉えることを
試みた。【目標３】では、メディア接触の様
態の違いが子ども－養育者関の相互模倣に
どのような変化をもたらすのかを明らかに
し，理想的なメディア養育環境に関する提言
を行うことが目標であった。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、前述した研究目標を達成する



ため行動実験と脳活動計測を中心とした実
証的アプローチをとった。 
 メディア接触環境については、接触開始時
期と接触期間を可能な限りシステマティッ
クに統制した。また、模倣行動や社会的認知
（感情認知含む）については、認知行動実験
と脳波計（EEG）・近赤外分光法装置(NIRS)
を駆使した脳機能実験を併用することで発
達的変化を精密に捉えることを目指した。被
験者（児）は就学前児・学童を中心に成人も
対象とした。（個々の実証研究における具体的方
法については「４．研究成果」で述べる。） 
 研究は以下の図に示した研究実施体制で
あった。 
 

 
 研究項目全体の当初実施スケジュールを
下図に示す。ここで実施する全ての実験は、
東京大学・明治大学・上越教育大に設置され
ている倫理委員会での承認を受けてから開
始された。乳児・未就学児・学童に対する実
験では、養育者からインフォームドコンセン
トを取得し、成人を対象とした実験では本人
から取得した。個人データの機密保持に関し
ては、特に注意を払い、実験実施者のもとで
厳重に管理された。 
 
 

４．研究成果 
 
 本研究課題では、２．に掲げた研究目的を
概ね達成し、かつ、新たな研究の着想に繋が
る重要な知見を得ることができた。学術論文
での発表は 47 件、国際会議・学会等での発
表は 123件、書籍は 13件である。これらの
内で数件はプレスリリースを行い、マスメデ
ィア等にも取りあげられている。 
 ここでは、研究開始時に掲げた目標に照ら
して、特筆すべき研究成果について抜粋する
形で記述する（本報告に記載しない個々の研
究の具体的内容・結果に関しては、後述した
発表論文等を参照されたい）。 

 
【メディアの長期的影響】 
 
・認知神経科学的研究成果（成人） 
暴力的な内容を含むデジタルゲームで長時
間遊ぶことが情動認知・表情認知・攻撃性に
対してどのような影響を与えるのかを、認知
神経科学的手法で検討した。デジタルゲーム
は日常生活に浸透しており、その影響の有無
は社会的にも重大な関心事である。こうした
背景にあって、綿密にデザインされた実験研
究に対する期待は大きい。 
 暴力的なデジタルゲームで長時間遊ぶこ
とが情動認知に与える影響を調べるための
実験を行った。実験では、成人参加者が、暴
力的なデジタルゲームで遊ぶ暴力条件、非暴
力的なデジタルゲームで遊ぶ非暴力条件、全
くゲームで遊ばないノーゲーム条件にラン
ダムに割り振られた。ゲームで遊ぶ条件の参
加者は約 1 ヶ月かけて合計 10 時間になるま
で割り当てられたゲームで遊んだ。ゲームで
遊ぶ前後、および遊び終わってから約 3ヶ月
後の計 3回、情動認知処理に関する事象関連
電位(ERP)の計測と攻撃性に関する質問紙調
査が実施された。この結果、ERP 計測に関し
ては、非暴力条件とノーゲーム条件において
暴力的な刺激に対する ERP の後期陽性成分
（LPP）の減少が見られる一方で、暴力条件
においてはこれが長期間にわたって維持さ
れることが示された。先行研究より LPP は情
動刺激に対する反応と深く関連することが
知られている。各条件間における LPP の違い
は、時間を跨いで複数回呈示される同じ情動
刺激へ馴れの有無であることが示唆される。
つまり、暴力的なデジタルゲームで長時間遊
ぶことは、暴力的刺激に対する馴れを生じさ
せにくくしていると考えられる。攻撃性に関
する質問紙の分析に関しては条件による影
響は見られなかった。 
 我々は、暴力性をダイレクトに取りあえげ
る以外に表情認知に与える影響を調べるた
めの実験も行っている。ここでは、まず表情
認知の個人差を検出する指標を確立するた
めに、表情認知に関連する ERP の初期成分を
検討する実験が行われた。その結果、刺激呈
示 170 ミリ秒後に、後側頭部において惹起さ
れる陰性成分である N170 が表情認知の正確
さを、刺激呈示 220 ミリ秒後に、後頭部にお
いて惹起される陽性成分である P2 が表情認
知の早さを反映していることが明らかとな
った(PlosOne 誌に公表済み)。 
 これらのERP成分と攻撃性に関する質問紙
を指標として上述した実験計画と同様の助
ジールで長期的影響が調べられた。実験の結
果、暴力的なデジタルゲームで長時間遊ぶこ
とによって、怒り顔によって惹起される P2
潜時の伸長がみられた（図 1）。このことは、
怒り顔の認知が遅くなることを示唆してい
る。また、質問紙の結果は、暴力条件の男性
参加者においてのみ短期的に攻撃性が増加



することを示唆するものであった。 
 

図 1 
 

・認知神経科学的研究成果（子ども） 
デジタルゲームと表情認知の関係につい
て認知発達の視点から検討した。小学生を対
象に、デジタルゲーム遊び経験と表情刺激に
よって惹起されたERP成分の関連を分析した
結果、デジタルゲームで多く遊んでいる子は
怒り・恐怖・悲しみという負の表情によって
惹起された P2 潜時が短いことが示された。 
 
・メディア長期接触のまとめ 
 これらの実験によって新たに発見された
主要な知見は、成人の場合、長時間にわたる
暴力的ゲーム接触は暴力的刺激に対する情
動反応を維持することと、怒り顔の認知を遅
延させることの 2点である。特に、前者の発
見は、「暴力的デジタルゲームで長時間遊ぶ
ことは暴力的場面に対して馴れを生じさせ
る」という通説を覆すものであり、この分野
の今後の議論に大きなインパクトを与えて
いる。 
一方で、子どもを対象とした実験結果は、
成人のそれとは異なるものであった。特に P2
潜時を指標とした分析結果は、長期のメディ
ア（ＴＶゲーム）接触が表情認知処理を促進
するとも解釈され得、今後新たな実証研究を
実施するなど詳細に検討する必要がある。 
 
【映像メディアと模倣行動】 
 映像メディアと模倣行動に関しては、研究
分担者の森口が中心となって行った発達研
究により、ライブと映像に対する子どもの脳
活動の違いを明らかにした。 
 この研究では、15 名の 5－6 歳児と 15 名
の成人が参加した。参加者はライブの他者
（ライブ条件）およびテレビの他者（テレビ
条件）がカード分けゲームをしている様子を
観察し、そのあとで同じようにカードを分け
るように教示された。ここでは、他者がカー
ド分けゲームをしている様子を観察してい
るときの脳活動を計測した。 
 標的とした脳領域は運動野である。運動野
は、運動指令を出す脳領域であるが、自分が

行動しているときだけではなく、他者の行動
を観察しているときにも活動することが、
我々の研究を含む先行研究から知られてい
る。本研究では，近赤外分光法を用いて，ラ
イブおよびテレビの他者から学習する際の
運動野の活動を計測した。 
 その結果，幼児も成人も，カード分けの成
績は，ライブ条件でもテレビ条件でも違いは
なかった。つまり，先行研究と一致して，ラ
イブの他者からもテレビの他者からも同様
にゲームのルールを学習できた。一方，脳活
動を分析したところ，成人においてはライブ
条件でもテレビ条件でも運動野の活動には
違いがみられなかった。ところが，幼児にお
いては，ライブ条件においては運動野の活動
が認められたものの，テレビ条件では同領域
の活動が認められなかった（図 2）。これらの
結果は，ライブの他者とテレビの他者から等
しく学習できる幼児においても，その脳内機
構は異なることを示唆している。 
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【研究の発展】 
 現在は、本研究課題を発展させて二次元メ
ディアの負の側面ではなく、ロボット等を用
いた認知科学的研究を実施しながら、教育的
効果を高めるための基礎研究に取り組んで
いる。本研究課題で得られた認知神経科学的
知見は、こうした新たな応用研究にも活用さ
れている。 
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